
サステナビリティ経営を推進するにあたり、取り組むべき課題を明確にするため、4つの「サステナビリティ重要課

題（マテリアリティ）」を特定しました。今後は、これらの課題解決に向け積極的・能動的に取り組むとともに、情報開

示を進めていきます。

特定のプロセス

2030年に目指す「6つのありたい姿」を起点として、日頃のコミュニケーションから認識した要請や期待、さらに

は社会情勢の変化をESG視点で整理のうえ、サステナビリティの実現のために重要と考えられるテーマを洗い出し、

サステナビリティ推進委員会での議論を経て「サステナビリティ重要課題」として特定し、取締役会へ報告しました。

特定したサステナビリティ重要課題は、サステナビリティ推進委員会でモニタリングしていきます。

ビジョン2030の 
6つのありたい姿

取り巻く社会の
主な要請や期待、変化

サステナビリティ 
重要課題

サステナビリティ重要課題

●  地球環境の保全（E） ●  サステナブルなまちづくり（S）
●   事業活動を支える経営基盤の強化（SG） ●  業務の変革や新たな価値の創造（ESG）

最高の安全と安心を提供  
する阪神高速

もっと便利で快適な  
ドライブライフを 
実現する阪神高速

 世界水準の卓越した 
都市高速道路技術で発展する 
阪神高速

お客さまや社会に満足を 
お届けする多彩なビジネスを 
展開する阪神高速

 関西の発展に貢献し、 
地域・社会から愛され 
信頼される阪神高速

経営基盤を確立し、 
グループ社員がやりがいを 
実感できる阪神高速

気候変動対策・脱炭素化に 
向けた社会的要請環境

企業統治

激甚化・頻発化する 
自然災害

ウィズコロナ 
ポストコロナ

構造物の老朽化

ネットワーク機能強化への 
期待

交通安全意識の高まり

DX推進の必要性 
Society 5.0の提起

働き方改革

大阪・関西万博の開催

人権・多様性の尊重

ステークホルダーの 
信頼向上
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阪神高速グループの全体像 トップメッセージ 阪神高速グループの 
新たな方向性

阪神高速グループの 
サステナビリティ
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